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１．訪日外国人の属性と旅行内容 
 

（１）回答者属性 

 性別の構成比は、男性 60.0、女性 40.0％

である。台湾や香港、タイでは、女性の

割合がおよそ半数を占める。 

 性年代別でみると、「男性 30代」20.3％、

「男性 40代」14.2％、「女性 20代」13.3％

の順で多い（注：性年代別の構成比には

調査対象外である 15歳未満を含まない）。 

（２）泊数 

 回答者全体の平均泊数は 12.3 泊である。

今期は中国とロシアの平均泊数が 25泊

以上と長く、韓国、台湾、香港は 5～6

泊と短い。欧米人は 10泊強で、前期に比

べると平均泊数が短い（図表 1-1）。 

 滞在日数の分布をみると、6日間以内の

滞在が過半数を占める一方で、「21日以

上 1年未満」の長期滞在者が 8.1％を占

める。国籍別では、韓国で「3日間以内」

の割合が 35.8％と高い。今期は中国人の

6 日間以内滞在者の割合が半数を下回り、

1週間以上の長期滞在者の割合が増えた

（図表 1-2）。 

 観光･レジャーを目的とした訪日外国人

の平均泊数は 6.4 泊である。東アジアか

らの観光客は平均泊数が短く、中国人の

平均泊数も観光・レジャー目的に限ると

5.9 泊となっている。 

 

 

図表 1-1 平均泊数 （国籍別） 

 
図表 1-2 滞在日数の分布 （国籍別） 
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（３）旅行内容 

[全目的] 

 日本への来訪回数では、「1回目」が全

体の 35.1％、「2回目」が 14.2％を占め

る。一方、「10回以上」も 15.2％と少な

くない。国籍別では、フランスやオース

トラリアで「１回目」の割合が高く、台

湾や香港では低い（図表 1-3）。 

 同行者（複数回答）は、「自分ひとり」

27.7％、「職場の同僚」25.0％、「友人」

16.7％、「夫婦・パートナー」15.9％、

「家族・親族」15.3％の順となっている。 

 訪日外国人の主な来訪目的は「観光・レ

ジャー」が 47.6％を占める。特に台湾や

香港、シンガポールなどで「観光・レジ

ャー」の割合が高い。これに対し「業務

（展示会・見本市／国際会議／研修／商

談等その他ビジネス）」目的は全体の

36.2％を占める。インドではおよそ 8割

が「業務」目的である他、今期は中国で

「業務」目的の割合が高い（図表 1-4）。 

 利用した宿泊施設のタイプ（複数回答）

は「ホテル（洋室中心）」が 8割を超え

る。「旅館（和室中心）」はおよそ 2割

が利用している。東アジア（韓国除く）

からの訪日客で旅館利用率が 2割超と高

い他、フランスやオーストラリアでは同

利用率が 3割を超えた。 

 旅行形態では「団体ツアーでの来訪」が

26.4％を占める。国籍別では、台湾の同

割合が 41.0％と高い。なお、今期は中国

の同割合が 25.8％で前期に比べ低い。 

 

 

図表 1-3 日本への来訪回数 （国籍別、全目的） 

 
図表 1-4 主な来訪目的 （国籍別、全目的） 
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[観光・レジャー目的] 

 観光・レジャー目的で訪れた訪日外国人

の滞在日数を国籍別にみると、韓国では

38.5％が「3日間以内」の滞在である。

台湾、香港、中国、タイでは「4～6日間」

の割合が高く 6割を超える。欧州やオー

ストラリアからの訪日客では、東アジア

からの訪日客に比べて滞在日数の長い人

が多い（図表 1-5）。 

 来訪回数では、韓国、台湾、香港、シンガ

ポールで2回目以上が多く、その他の国籍

では「1回目」が半数を超える（図表1-6）。 

 同行者は、香港では「夫婦・パートナー」、

マレーシアでは「家族・親族」の割合が

他国籍に比べて高い（図表 1-7）。 

図表 1-5 滞在日数 

  （国籍別、観光・レジャー目的のみ） 

 

図表 1-6 日本への来訪回数 

  （国籍別、観光・レジャー目的のみ） 

 
図表 1-7 同行者 

  （国籍別、観光・レジャー目的のみ） 
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注）「同行者」の設問は複数回答。上記図表では「同行者」を 2つ

以上選択した回答を「その他」として集計している。 
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 利用した宿泊施設タイプ（複数回答）をみ

ると、「ホテル（洋室中心）」の利用が主

流である。台湾、英国、フランス、オース

トラリアでは「旅館（和室中心）」の利用

率が35％を超えている（図表1-8）。 

 団体ツアー参加状況をみると、台湾、中国、

タイで参加率が5割を超えている。欧米人で

は全般的に個人旅行が多い（図表1-9）。 

図表 1-8 宿泊施設タイプ （複数回答） 

  （国籍別、観光・レジャー目的のみ） 

 

図表 1-9 団体ツアー参加状況 

  （国籍別、観光・レジャー目的のみ） 

 

 宿泊地から見た旅行ルートを国籍別にみ

ると、東京・大阪訪問以外では、韓国か

らは福岡、台湾からは那覇、香港からは

札幌や那覇への訪問が上位にあがってい

る。米国人では、成田空港発着で東京と

京都に宿泊するケースが目立つ（図表

1-10）。 

図表 1-10 宿泊地ルート 

 （主要国籍別、観光・レジャー目的のみ） 
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中国 86.8 34.8 0.4 3.2
タイ 86.3 26.3 0.0 9.4
シンガポール 98.1 28.7 0.0 0.9
マレーシア 81.4 33.9 0.0 10.2
インド 100.0 16.7 0.0 0.0
英国 83.1 36.9 0.0 13.8
ドイツ 83.9 32.3 3.2 11.3
フランス 82.9 41.5 0.0 11.0
ロシア 86.5 3.8 0.0 11.5
米国 82.1 30.8 0.5 11.8
カナダ 88.1 32.8 1.5 4.5
オーストラリア 87.4 35.6 3.0 9.6
その他 81.9 37.1 1.4 13.6

44.5

53.1

31.3

57.4

50.6

32.4

43.1

7.7

13.3

27.2

11.8

9.8

9.0

11.1

16.8

55.5

46.9

68.8

42.6

49.4

67.6

56.9

83.3

92.3

86.7

72.8

88.2

90.2

91.0

88.9

83.2

0% 50% 100%

韓国

台湾

香港

中国

タイ

シンガポール

マレーシア

インド

英国

ドイツ

フランス

ロシア

米国

カナダ

オーストラリア

その他

団体ツアーでの来訪 団体ツアーでない（個人旅行）

【韓国】
宿泊地ルート 回答数 比率

1位 関西空港→大阪→関西空港 112 17.0%

2位 成田空港→東京→成田空港 88 13.4%

3位 羽田空港→東京→羽田空港 47 7.2%

4位 福岡空港→福岡→福岡空港 28 4.3%

5位 博多港→福岡→博多港 20 3.0%

宿泊地回答者数 657 100.0%

【台湾】
宿泊地ルート 回答数 比率

1位 成田空港→東京→成田空港 125 14.6%

2位 関西空港→大阪→関西空港 83 9.7%

3位 那覇空港→那覇→那覇空港 43 5.0%

4位 羽田空港→東京→羽田空港 42 4.9%

5位 関西空港→大阪→京都→関西空港 31 3.6%

宿泊地回答者数 858 100.0%

【香港】
宿泊地ルート 回答数 比率

1位 成田空港→東京→成田空港 57 23.6%

2位 那覇空港→那覇→那覇空港 19 7.9%

3位 関西空港→大阪→関西空港 16 6.6%

4位 新千歳空港→札幌→新千歳空港 13 5.4%

5位 羽田空港→東京→羽田空港 9 3.7%

宿泊地回答者数 242 100.0%

【中国】
宿泊地ルート 回答数 比率

1位 成田空港→東京→成田空港 32 12.7%

2位 関西空港→大阪→関西空港 12 4.8%

3位 羽田空港→東京→羽田空港 10 4.0%

4位 新千歳空港→洞爺湖→札幌→新千歳空港 4 1.6%

4位 新千歳空港→札幌→新千歳空港 4 1.6%

4位 福岡空港→別府→福岡→福岡空港 4 1.6%

4位 成田空港→横浜→成田空港 4 1.6%

4位 中部空港→名古屋→中部空港 4 1.6%

4位 関西空港→大阪→東京→成田空港 4 1.6%

宿泊地回答者数 251 100.0%

【米国】
宿泊地リスト 回答数 比率

1位 成田空港→東京→成田空港 66 33.8%

2位 成田空港→東京→京都→成田空港 11 5.6%

3位 成田空港→京都→東京→成田空港 7 3.6%

4位 成田空港→東京→京都→東京→成田空港 3 1.5%

4位 羽田空港→東京→羽田空港 3 1.5%

4位 成田空港→東京→箱根→成田空港 3 1.5%

4位 成田空港→成田→東京→成田空港 3 1.5%

宿泊地回答者数 195 100.0%
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２．訪日外国人の旅行支出 
 

（１）旅行支出 

 平成22年10-12月期における訪日外国人

の旅行中支出額は平均 114,924 円と推計

される。また、旅行前支出額（パッケー

ジツアー代または日本までの往復運賃）

は平均 92,908 円、両者を合算した総支出

額は平均 207,832 円と推計される（図表

2-2）。 

 国籍別に旅行中支出額を比較すると、ロ

シアが 18.8 万円と最も高く、オーストラ

リア（18.7 万円）、フランス（17.2 万円）

が続く。東アジアでは中国（16.5 万円）

が最も高い。 

 1 泊当たり旅行中支出額は 9,339 円、旅

行前支出を含めた 1泊当たり総支出額は

16,889 円となっている。 

 

図表2-2 平成22年 10-12月期 訪日外国人１人当たり旅行支出 （国籍別） ※四半期暫定値 

図表 2-1 旅行支出の推計範囲についての概念図 

日本国内に
支払われる支出
[宿泊／飲食／

交通／娯楽
サービスなど]

日本の
航空会社
および船舶会社
に支払われる
国際旅客運賃

日本国外に
支払われる支出
[取扱手数料など]

旅行中支出旅行前支出

海外の
航空会社
および船舶会社
に支払われる
国際旅客運賃

旅行総支出

パッケージ
ツアー
参加費

往復運賃
[航空／船舶]

訪日外国人　旅行消費額

（平成22年 年次報告書にて推計予定）

日本滞在中の支出

　[宿泊費／飲食費／交通費／
娯楽サービス費／買物代など]

※事前にカード決済した日本国内での
宿泊費、交通費などを含む

旅行消費額　2,311 億円（四半期暫定値）

（平成22年10-12月期）

（人） （円/人） （円/人） （円/人） （泊） （円/人泊） （円/人泊）

国籍 標本数
a.パッケージツアー・
往復航空運賃支出
（旅行前支出額）

b.日本国内に
おける旅行支出
（旅行中支出額）

c.総支出額
（=a.+b.）

総支出額
標準誤差率

d.平均泊数
1泊当り

旅行中支出額
（=b./d.）

1泊当り
総支出額
（=c./d.）

全国籍 6,633 92,908 114,924 207,832 - 12.3 9,339 16,889

韓国 1,386 49,748 66,741 116,489 2.7% 5.0 13,268 23,158

台湾 1,249 66,181 80,638 146,819 2.3% 6.0 13,415 24,425

香港 342 68,634 108,077 176,711 4.1% 6.1 17,850 29,185

中国 826 72,907 164,581 237,488 4.8% 26.2 6,275 9,055

タイ 284 117,914 103,010 220,925 4.1% 14.8 6,964 14,936

シンガポール 150 102,546 156,019 258,565 8.7% 8.6 18,080 29,964

マレーシア 129 114,396 127,982 242,378 7.3% 13.4 9,573 18,130

インド 120 111,138 170,548 281,685 8.4% 17.6 9,716 16,048

英国 171 153,855 150,486 304,341 7.1% 11.4 13,168 26,630

ドイツ 204 163,851 132,407 296,258 5.5% 12.3 10,777 24,113

フランス 166 182,279 172,168 354,447 8.5% 11.8 14,552 29,958

ロシア 120 101,932 188,217 290,149 11.2% 27.9 6,740 10,391

米国 544 154,776 144,527 299,304 6.0% 14.3 10,118 20,954

カナダ 154 140,536 115,336 255,872 5.5% 10.6 10,883 24,145

オーストラリア 216 134,880 187,254 322,134 5.8% 12.8 14,650 25,203

その他 572 154,638 156,820 311,458 3.8% 17.2 9,119 18,110

注）支出額の全体平均は、国籍別平均値を日本政府観光局(JNTO)「訪日外客数」(10-12月期)をウェイトとして加重平均したもの
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【参考】平成 22 年 10-12 月期における    

訪日外国人総旅行消費額（暫定値） 

 訪日外国人の日本における旅行中支出額

に、同期間の訪日外客数を乗じることで、

訪日外国人の総旅行消費額は 2311 億円

と推計される（図表 2-3）。 

 国籍別の旅行消費額は、①韓国 396 億円

（構成比 17.1％）、②中国 387 億円（同

16.8％）、③米国 259 億円（同 11.2％）、

④台湾 223 億円（同 9.7％）、⑤シンガ

ポール 115 億円（同 5.0％）の順であり、

上位 5カ国で全体の 59.7％を占める。 

図表 2-3 平成 22年 10-12月期 

 訪日外国人の総旅行消費額 （国籍別）  

 ※四半期暫定値 

 

（２）手配別にみる旅行支出 

 パッケージツアー利用客は全体の26.3％

である。韓国、台湾、香港、タイでは同利

用率が3割を超える（図表2-4）。 

 パッケージツアー購入者単価（旅行前支出

額）は平均122,611円、ツアー利用客の旅

行中支出額は同64,121円である。 

 個人手配客の出発国から日本までの往復運

賃は平均82,327円、個人手配客の旅行中支

出額は平均134,996円である。 

 旅行前と旅行中支出額を合わせた総支出額

は、パッケージツアー利用客で186,732円、

個人手配客で217,323円である。 

 １泊当たり旅行中支出額は、ツアー利用客

10,919円、個人手配客10,146円である。 

（３）来訪目的別にみる旅行支出 

 来訪目的別の旅行中支出額は、「観光・レ

ジャー」105,702円、「商談等その他ビジ

ネス」130,151円、「親族・知人訪問」108,725

円などとなっている（図表2-5）。 

 来訪目的別の市場規模を推計すると、「観

光・レジャー」の旅行消費額は1,012億円

で全体の43.7％を占める。これに対し、「展

示会・見本市」「国際会議」「研修」「商

談等その他ビジネス」を合算した「業務」

目的の旅行消費額は934億円で、全体の

40.3％を占める。 

（円／人） （人） （億円）

構成比

全国籍 114,924 2,010,596 2,310.7 100.0%

韓国 66,741 593,573 396.2 17.1%

台湾 80,638 276,590 223.0 9.7%

香港 108,077 100,455 108.6 4.7%

中国 164,581 235,195 387.1 16.8%

タイ 103,010 66,106 68.1 2.9%

シンガポール 156,019 73,870 115.3 5.0%

マレーシア 127,982 37,688 48.2 2.1%

インド 170,548 16,260 27.7 1.2%

英国 150,486 46,173 69.5 3.0%

ドイツ 132,407 35,165 46.6 2.0%

フランス 172,168 37,901 65.3 2.8%

ロシア 188,217 14,102 26.5 1.1%

米国 144,527 179,072 258.8 11.2%

カナダ 115,336 37,156 42.9 1.9%

オーストラリア 187,254 56,632 106.0 4.6%

その他 156,820 204,658 320.9 13.9%

注2）四半期報告書に掲載する「旅行消費額」は「旅行中支出額」の合
算値であり、パッケージツアー参加費に含まれる日本国内支出や日本の
航空会社および船舶会社に支払われる国際旅客運賃を含まない。

国籍
a.日本国内に

おける旅行支出
（旅行中支出額）

b.訪日外客数注1

（JNTO速報値）

c.訪日外国人

　旅行消費額注2

（=a.×b.）

注1）出典：日本政府観光局（JNTO）
平成22年10月、11月は暫定値、同年12月は推計値を使用した。

・訪日外客数については、日本政府観光局（JNTO）が公表している平成 23年 2月末時点の最新データを用いた。 

・四半期毎に作成する旅行消費額には、パッケージ参加費に含まれる日本国内に支払われる宿泊費や日本の航空会

社および船舶会社に支払われる国際旅客運賃等を含まない。 
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図表 2-5 来訪目的別にみる訪日外国人１人当たり旅行中支出額 （主要国籍別） ※四半期暫定値 

 

図表 2-4 手配別にみる訪日外国人１人当たり旅行支出 （国籍別） ※四半期暫定値 

【パッケージツアー利用客】
（％） （円/人） （円/人） （円/人） （泊） （円/人泊） （円/人泊）

国籍
パッケージ

ツアー
購入率

a.パッケージツアー
購入者単価

（旅行前支出額）

b.日本国内に
おける旅行支出
（旅行中支出額）

パッケージ
ツアー客
総支出額
（a.+b.）

d.平均泊数
1泊当り

旅行中支出額
（=b./d.）

1泊当り
総支出額
（=c./d.）

全国籍 26.3 122,611 64,121 186,732 5.9 10,919 31,799

韓国 32.4 71,585 34,670 106,255 3.1 11,248 34,473

台湾 45.4 87,187 48,804 135,990 4.1 11,821 32,940

香港 32.9 91,755 74,775 166,530 4.6 16,114 35,887

中国 21.8 88,933 132,748 221,681 10.0 13,282 22,180

タイ 37.8 190,342 56,542 246,884 4.4 12,734 55,600

シンガポール 29.1 150,833 97,079 247,912 6.0 16,119 41,163

マレーシア 30.0 176,089 78,798 254,887 9.5 8,306 26,867

インド 4.9 473,654 55,440 529,094 22.7 2,446 23,342

英国 7.4 373,373 41,298 414,671 9.7 4,261 42,784

ドイツ 5.3 313,120 136,191 449,311 8.0 17,024 56,164

フランス 24.7 290,267 184,035 474,302 9.8 18,817 48,495

ロシア 12.9 218,704 100,919 319,623 7.1 14,179 44,906

米国 9.1 358,093 55,620 413,713 15.9 3,494 25,987

カナダ 10.4 284,496 97,853 382,350 11.6 8,417 32,890

オーストラリア 10.9 313,765 64,882 378,647 9.1 7,143 41,686

その他 12.0 335,582 137,507 473,089 18.2 7,560 26,010

【個人手配客】
（％） （円/人） （円/人） （円/人） （泊） （円/人泊） （円/人泊）

国籍
往復運賃
購入率

a.往復運賃
購入者単価

（旅行前支出額）

b.日本国内に
おける旅行支出
（旅行中支出額）

個人手配客
総支出額
（a.+b.）

d.平均泊数
1泊当り

旅行中支出額
（=b./d.）

1泊当り
総支出額
（=c./d.）

全国籍 73.7 82,327 134,996 217,323 13.3 10,146 16,333

韓国 67.6 39,271 84,250 123,521 6.0 14,125 20,709

台湾 54.6 48,747 112,107 160,854 7.6 14,802 21,239

香港 67.1 57,321 126,512 183,833 6.7 18,751 27,248

中国 78.2 68,443 176,081 244,524 30.7 5,727 7,953

タイ 62.2 73,810 139,828 213,638 21.1 6,628 10,127

シンガポール 70.9 82,690 184,015 266,705 9.7 18,969 27,493

マレーシア 70.0 87,956 149,271 237,227 15.0 9,930 15,780

インド 95.1 92,547 176,943 269,490 17.3 10,233 15,586

英国 92.6 136,239 160,495 296,734 11.6 13,874 25,651

ドイツ 94.7 155,431 132,165 287,596 12.5 10,549 22,956

フランス 75.3 146,859 169,235 316,093 12.5 13,534 25,279

ロシア 87.1 84,671 201,311 285,982 31.0 6,494 9,225

米国 90.9 134,445 154,860 289,304 14.1 10,967 20,489

カナダ 89.6 123,845 117,678 241,522 10.5 11,231 23,050

オーストラリア 89.1 112,975 200,366 313,341 13.2 15,139 23,676

その他 88.0 130,012 158,850 288,862 17.1 9,310 16,929

来訪目的
展示会・
見本市

国際会議 研修
商談等
その他

ビジネス

旅行中 全国籍 105,702 108,725 88,915 66,031 116,245 277,689 63,718 96,719 112,854 143,764 130,151 114,888

支出額 韓国 53,063 55,145 59,150 16,725 27,000 157,214 34,580 66,821 111,837 46,819 93,219 108,628

（円/人） 台湾 75,179 113,643 27,303 23,313 150,000 209,882 45,000 101,088 100,632 77,318 104,900 36,194

香港 105,783 108,302 117,789 33,000 - 65,000 - - 143,081 54,550 97,242 314,900

中国 146,719 98,250 121,834 163,000 228,396 579,234 80,000 135,825 113,227 193,406 174,262 91,813

米国 160,309 131,225 - 94,933 59,600 343,500 - 118,664 85,533 161,018 153,292 113,103

【参考】 全国籍 1,011.9 168.7 15.4 24.8 16.4 54.5 3.8 45.2 97.6 181.0 610.3 86.7

消費額 韓国 145.5 15.2 2.5 3.1 0.3 4.6 0.3 11.2 14.9 17.6 170.0 15.4

（億円） 台湾 140.8 13.9 1.1 0.6 0.3 2.7 0.4 5.7 9.9 3.2 44.4 2.2

香港 74.5 3.8 3.8 0.9 - 0.2 - - 3.7 0.3 12.7 7.3

中国 103.4 17.9 2.7 1.4 3.8 24.4 0.7 6.5 13.7 77.1 127.7 6.2

米国 102.0 50.9 - 5.0 1.6 6.7 - 1.9 6.1 8.4 59.5 15.5

目的別 全国籍 43.7 7.3 0.7 1.1 0.7 2.4 0.2 1.9 4.2 7.8 26.3 3.7

構成比 韓国 36.3 3.8 0.6 0.8 0.1 1.1 0.1 2.8 3.7 4.4 42.4 3.8

（％） 台湾 62.5 6.2 0.5 0.3 0.1 1.2 0.2 2.5 4.4 1.4 19.7 1.0

ﾖｺ計=100 香港 69.5 3.5 3.5 0.8 - 0.2 - - 3.5 0.3 11.9 6.8

中国 26.8 4.7 0.7 0.4 1.0 6.3 0.2 1.7 3.5 20.0 33.1 1.6

米国 39.6 19.8 - 1.9 0.6 2.6 - 0.8 2.4 3.3 23.1 6.0

注）上表における「消費額」は「旅行中支出額」に「訪日外客数」を乗じて算出したものであり、「旅行前支出額」に含まれる国内収入分は含まれていない。

インセン
ティブ
ツアー

業務

その他
観光・

レジャー
親族・

知人訪問
ハネ

ムーン
学校関連
の旅行

イベント 留学
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３．土産品の購入実態 
 

（１）費目別購入率 

 最も購入率の高い費目は「菓子類」であ

り、訪日外国人のおよそ半数が購入して

いる。次いで、「その他食料品・飲料・

酒・たばこ」や「化粧品・医薬品・トイ

レタリー」の購入率が高い。国籍別では、

「菓子類」は台湾、「化粧品・医薬品・

トイレタリー」は中国で購入率が 6割を

超える（図表 3-1）。 

（２）費目別購入者単価 

 費目別の購入者単価（その費目を購入し

た人の中での当該費目の平均支出額）は、

「カメラ・ビデオカメラ・時計」や「電

気製品」が 4万円超と高い。国籍別では、

どの費目でも中国の高さが目立つ。 

 来訪目的別にみると、「化粧品・医薬品・

トイレタリー」や「服・かばん・靴」で

は、「観光・レジャー」客の方が「業務」

客に比べて購入率、購入者単価ともに高

い傾向がみられる（図表 3-2）。 

図表 3-1 費目別購入率および購入者単価 （主要国籍別） 

図表 3-2 来訪目的別にみる費目別購入率および購入者単価 （主要国籍別） 

国籍

費目 来訪目的 購入率
購入者単価

（円）
購入率

購入者単価
（円）

購入率
購入者単価

（円）
購入率

購入者単価
（円）

購入率
購入者単価

（円）

観光・レジャー 46.0% 6,123 64.8% 10,545 58.1% 13,200 56.1% 19,668 44.7% 5,881

業務 49.7% 5,673 53.0% 8,038 62.3% 10,168 53.8% 12,374 34.6% 3,654

観光・レジャー 37.3% 10,854 31.8% 9,544 32.9% 13,918 34.2% 15,071 52.1% 12,452

業務 35.4% 11,023 31.9% 9,099 37.7% 11,625 45.3% 14,508 38.9% 13,021

観光・レジャー 3.7% 20,084 5.2% 40,837 6.4% 27,239 19.4% 69,267 7.4% 16,807

業務 1.5% 35,417 4.7% 30,580 4.9% 57,447 24.2% 60,467 6.2% 33,692

観光・レジャー 2.1% 7,544 5.2% 17,490 5.1% 27,302 15.2% 105,765 4.8% 10,938

業務 3.2% 112,611 6.5% 40,039 3.3% 21,000 14.4% 46,495 6.2% 21,593

観光・レジャー 29.6% 21,947 58.0% 17,008 50.4% 18,735 73.0% 43,974 11.2% 9,472

業務 23.8% 10,960 41.9% 12,510 29.5% 11,073 57.8% 28,532 6.8% 6,568

観光・レジャー 3.6% 3,826 10.4% 12,801 9.8% 10,566 5.9% 40,366 29.3% 12,771

業務 2.0% 9,378 5.0% 8,846 6.6% 21,626 4.9% 12,389 20.4% 9,521

観光・レジャー 14.4% 26,694 43.0% 39,485 53.0% 46,658 38.0% 64,859 30.3% 12,492

業務 9.7% 19,613 30.1% 31,980 27.9% 22,559 18.2% 52,494 11.1% 16,557

観光・レジャー 3.6% 5,606 4.8% 15,200 8.5% 10,098 4.6% 6,152 10.1% 6,444

業務 2.7% 7,458 6.8% 6,394 6.6% 5,625 2.9% 12,391 3.7% 3,370

マンガ・DVD・アニ
メ関連商品

菓子類

その他食料品・飲
料・酒・たばこ

電気製品

化粧品・医薬品・
トイレタリー

米国韓国 台湾

服（和服以外）・か
ばん・靴

カメラ・ビデオカメ
ラ・時計

和服（着物）・民芸
品

香港 中国

国籍

費目 購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

菓子類 49.4% 10,098 48.7% 5,985 62.2% 9,816 59.2% 12,039 55.2% 14,772 37.0% 7,118

その他食料品・飲
料・酒・たばこ

39.2% 12,706 36.8% 10,347 33.1% 9,570 34.8% 13,453 41.0% 14,656 46.0% 11,715

カメラ・ビデオカメ
ラ・時計

8.2% 41,122 2.5% 26,193 5.1% 37,289 6.5% 33,422 22.5% 59,962 6.2% 20,514

電気製品 6.1% 42,717 2.6% 68,983 5.6% 24,191 5.4% 29,848 14.5% 70,875 4.7% 21,669

化粧品・医薬品・
トイレタリー

30.4% 20,885 26.5% 17,360 53.3% 16,999 44.9% 18,242 62.1% 35,072 9.5% 7,990

和服（着物）・民芸
品

12.1% 17,435 2.9% 5,696 9.3% 11,719 9.8% 12,940 5.6% 21,056 24.7% 28,369

服（和服以外）・か
ばん・靴

25.3% 35,514 12.9% 22,345 39.6% 37,304 46.4% 45,222 27.1% 56,007 20.6% 14,729

マンガ・DVD・アニ
メ関連商品

5.9% 8,138 3.2% 7,389 5.5% 12,054 8.0% 8,357 4.0% 11,500 7.7% 5,634

米国全国籍 韓国 台湾 香港 中国
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（３）買物場所 

 全般的に台湾や香港、中国での利用率が

高い。中でも「空港の免税店」は台湾と

中国、「百貨店・デパート」は香港、「観

光地の土産店」は台湾と香港での利用率

が高い。また、「家電量販店」では中国

人の利用率が 33.1％と圧倒的に高い（図

表 3-3）。 

 

図表 3-3 買物場所 （主要国籍別、複数回答） 

 
 

 

 

 

 

（４）利用した金融機関と決済方法 

 利用した金融機関を国籍別にみると、米

国では「ＡＴＭ（現金自動預払機）」や

「空港の両替所」の利用率が他国籍に比

べ際だって高い（図表 3-4）。 

図表 3-4 利用金融機関 （主要国籍別、複数回答） 

 
 

 

 決済方法では「現金」が9割前後を占める。

次いで「クレジットカード」の利用率が高

い。「デビットカード」の利用率は中国で

12.5％、米国で5.0％となっている。「電

子マネー」の利用率は、中国および米国で

それぞれ1.1％に留まっている（図表3-5）。 

図表 3-5 利用決済方法 （主要国籍別、複数回答） 

  

64.2%

36.5%

20.5%

29.2%

22.4%

9.2%

4.6%

3.5%

6.5%

7.7%

75.4%

66.3%

63.6%

66.2%

52.8%

15.2%

13.7%

26.8%

5.7%

0.7%

61.6%

68.3%

76.0%

70.7%

52.2%

20.8%

11.1%

24.3%

5.9%

1.2%

77.3%

66.7%

63.3%

64.7%

41.1%

21.6%

33.1%

18.8%

5.6%

0.7%

41.3%

43.4%

48.6%

49.9%

33.3%

16.9%

11.4%

12.7%

14.2%

9.5%

0% 50% 100%

空港の免税店

スーパー・ショッピングセンター

百貨店・デパート

コンビニエンスストア

観光地の土産店

100円ショップ

家電量販店（秋葉原など）

鉄道駅構内の店舗

その他

買い物はしていない

韓国

台湾

香港

中国

米国

1.4%

4.9%

5.4%

0.9%

0.2%

1.1%

2.5%

1.2%

2.4%

0.5%

4.2%

4.5%

3.6%

6.8%

0.3%

2.9%

2.6%

2.5%

2.9%

0.7%

31.3%

16.6%

7.3%

5.2%

2.4%

0% 10% 20% 30%

ＡＴＭ

空港の両替所

銀行・郵便局

その他両替商

宿泊施設

韓国

台湾

香港

中国

米国

89.0%

44.6%

0.0%

0.1%

0.0%

95.9%

50.0%

0.9%

0.2%

0.0%

96.1%

50.3%

0.9%

0.6%

0.0%

92.4%

44.3%

12.5%

1.1%

0.5%

82.6%

64.2%

5.0%

1.1%

1.9%

0% 50% 100%

現金

クレジットカード

デビットカード
（銀聯カードなど）

電子マネー
（Edy、Suicaなど）

トラベラーズチェック

韓国

台湾

香港

中国

米国
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（５）買物場所別の土産品購入実態 

 「家電量販店（秋葉原など）」利用者で

は、「カメラ・ビデオカメラ・時計」や

「電気製品」の購入率がおよそ 3割、「マ

ンガ・ＤＶＤ・アニメ関連商品」の購入

率が 1割強となっており、他の店舗利用

者に比べて高くなっている（図表 3-6）。 

 購入者単価をみると、「菓子類」「カメ

ラ・ビデオカメラ・時計」「化粧品・医

薬品・トイレタリー」「服・かばん・靴」

は「家電量販店」利用者の単価が最も高

い。「電気製品」や「和服・民芸品」は

「百貨店・デパート」利用者の単価が最

も高くなっている。

  

図表 3-6 買物場所別にみる費目別購入率と購入者単価 （全国籍） 

 
買物場所

費目 購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

購入率
購入者
単価
（円）

菓子類 58.4% 10,260 61.1% 9,505 55.0% 12,232 57.9% 11,376 55.7% 12,900 58.0% 10,409 60.1% 12,307 60.7% 10,523

その他食料品・飲
料・酒・たばこ

42.3% 12,228 41.5% 12,434 40.4% 13,345 43.5% 12,629 42.9% 14,389 43.9% 13,109 45.4% 15,682 42.7% 14,076

カメラ・ビデオカメ
ラ・時計

9.8% 44,832 11.3% 43,993 11.4% 43,519 11.3% 41,501 31.1% 49,377 10.8% 39,888 13.8% 31,145 9.9% 37,444

電気製品 7.0% 40,060 10.4% 30,600 8.5% 43,818 8.3% 32,914 27.1% 40,898 7.9% 28,588 10.2% 28,430 7.7% 32,123

化粧品・医薬品・ト
イレタリー

40.8% 21,620 48.1% 21,737 40.8% 22,211 40.3% 20,841 42.5% 26,821 40.4% 19,841 37.4% 19,633 41.6% 20,350

和服（着物）・民芸
品

11.8% 13,365 17.6% 15,095 17.0% 15,514 14.2% 12,596 15.9% 15,370 13.8% 14,290 19.8% 10,739 20.2% 13,990

服（和服以外）・か
ばん・靴

29.1% 35,615 39.7% 42,091 40.9% 40,327 34.8% 38,013 35.8% 45,188 33.2% 33,239 37.7% 37,557 33.6% 29,543

マンガ・DVD・アニ
メ関連商品

5.7% 8,776 9.7% 9,292 8.0% 8,904 6.7% 8,413 12.5% 8,664 8.1% 7,732 10.1% 8,901 7.7% 9,021

100円ショップ
観光地の
土産店

空港の
免税店

鉄道駅構内
の店舗

百貨店・
デパート

スーパー・
ショッピング

センター

家電量販店
（秋葉原など）

コンビニエンス
ストア
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４．旅行情報源 
 

（１）出発前に得た旅行情報 

 出発前に得た旅行情報で役に立ったも

のは、ガイドブックでは「ロンリープラ

ネット」が 10.5％、「ミシュラン」が

1.1％、「その他旅行ガイドブック」が

15.3％となっている（図表 4-1）。 

 「日本政府観光局の案内所」の選択率は

8.6％、「日本政府観光局ホームページ」

の選択率は 12.9％であった。 

 インターネット媒体も幅広く利用され

ており、中でも「個人のブログ」（19.7％）

をあげる回答が多い。 

 知人からの口コミも多く、「日本在住の

親族・知人」は 19.7％、「自国の親族・

知人」は 17.1％であった。 

図表 4-1 出発前に得た旅行情報で役に立ったもの 

 （全国籍、複数回答） 

 

 

 国籍別にみると、韓国では「その他イン

ターネット」が 33.9％、「個人のブロ

グ」が 21.9％、「その他旅行ガイドブ

ック」が 19.9％と高い（図表 4-2）。 

 台湾ではインターネット媒体の選択率

が高く、特に今期は「個人のブログ」が

38.1％と高い。旅行会社の情報が役に立

ったとの回答も多く、「旅行会社パンフ

レット」が 25.9％、「旅行会社ホーム

ページ」が 23.3％となっている。 

 香港では、日本政府観光局の情報をあげ

る回答が他国籍に比べて多く、「日本政

府観光局の案内所」が 21.0％、「日本

政府観光局のホームページ」が 35.5％

となっている。「旅行会社パンフレット」

や「個人のブログ」も 2割を超える。 

 中国では、「その他インターネット」

（30.6％）や「旅行会社パンフレット」

（22.7％）の選択率が高い。 

 米国では、親族や知人からの口コミをあ

げる声が多く、「日本在住の親族・知人」

が 42.9％、「自国の親族・知人」が 28.8％

となっている。「ロンリープラネット」

（16.6％）、「その他インターネット」

（40.0％）の選択率の高さも目立つ。 

 

 

  

10.5%

1.1%

15.3%

8.6%

12.9%

14.4%

11.8%

10.8%

6.1%

19.7%

4.9%

1.5%

33.2%

17.1%

19.7%

6.1%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40%

ロンリープラネット

ミシュラン

その他旅行ガイドブック

日本政府観光局の案内所

日本政府観光局ホームページ

旅行会社パンフレット

旅行会社ホームページ

宿泊施設ホームページ

宿泊予約サイト

個人のブログ

YouTube

Twitter

その他インターネット

自国の親族・知人

日本在住の親族・知人

その他

特になし

注）この章に示す調査結果は、「訪日外国人消費動向調査」と同時に実施した旅行の満足度や再来訪意向等の意識

調査より得られたものである。回答は任意としているため、必ずしも全調査対象者が回答しているとは限らない。

なお、この章で示す『全体（全国籍）』の値は、訪日外客数によるウェイトバック集計を行っていない。 
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図表 4-2 出発前に得た旅行情報で役に立ったもの 

 （主要国籍別、複数回答） 

 

 

（２）日本滞在中に得た旅行情報 

 日本滞在中に得た旅行情報で役に立っ

たものは、回答者全体で①「インターネ

ット（パソコン）」46.4％、②「日本在

住の親族・知人」22.0％、③「観光案内

所（空港除く）」20.3％の順で多い（図

表 4-3）。 

図表 4-3 日本滞在中に得た旅行情報で 

 役に立ったもの（全国籍、複数回答） 

 
 

 

 国籍別にみると、「インターネット（パ

ソコン）」は台湾（54.0％）や中国

（53.1％）、米国（54.8％）での選択率

が高い。「日本在住の親族・知人」では

米国（49.7％）の高さが目立つ。このほ

か、「宿泊施設」や「空港の観光案内所」

では香港、「フリーペーパー（無料）」

では中国、「インターネット（スマート

フォン）」では米国での選択率の高さが

目立つ（図表 4-4）。 

 

 

0.7%

0.4%

19.9%

3.6%

1.7%

9.3%

9.4%

3.6%

2.3%

21.9%

0.4%

1.3%

33.9%

7.2%

13.7%

3.6%

19.7%

4.9%

1.4%

10.3%

12.6%

19.6%

25.9%

23.3%

11.1%

8.3%

38.1%

7.1%

1.2%

26.7%

14.6%

8.9%

4.0%

10.1%

5.6%

1.6%

19.4%

21.0%

35.5%

24.2%

17.7%

17.7%

12.9%

22.6%

8.9%

1.6%

19.4%

9.7%

7.3%

3.2%

11.3%

8.2%

1.0%

7.6%

13.1%

16.2%

22.7%

15.1%

7.9%

6.2%

16.8%

5.2%

1.7%

30.6%

15.1%

13.4%

7.6%

13.1%

16.6%

1.0%

18.0%

4.9%

9.3%

5.4%

5.9%

13.2%

5.9%

11.2%

5.9%

2.4%

40.0%

28.8%

42.9%

7.3%

11.2%

0% 20% 40% 60%

ロンリープラネット

ミシュラン

その他旅行ガイドブック

日本政府観光局の案内所

日本政府観光局ホームページ

旅行会社パンフレット

旅行会社ホームページ

宿泊施設ホームページ

宿泊予約サイト

個人のブログ

YouTube

Twitter

その他インターネット

自国の親族・知人

日本在住の親族・知人

その他

特になし

韓国

台湾

香港

中国

米国

46.4%

22.0%

20.3%

20.2%

19.5%

14.2%

11.1%

7.6%

5.8%

10.8%

0% 20% 40% 60%

インターネット(パソコン)

日本在住の親族・知人

観光案内所(空港除く)

宿泊施設

空港の観光案内所

旅行ガイドブック(有料)

フリーペーパー(無料)

インターネット(スマートフォン)

その他

特になし
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図表 4-4 日本滞在中に得た旅行情報で 

 役に立ったもの（主要国籍別、複数回答） 

 
 

（３）日本滞在中にあると便利な情報 

 日本滞在中にあると便利な情報を尋ねた

ところ、回答者全体では①「交通手段」が

54.4％と圧倒的に多く、次いで②「飲食店」

38.3％、③「宿泊施設」37.9％の順で希望

する声が多かった（図表4-5）。 

図表 4-5 日本滞在中にあると便利な情報 

 （全国籍、複数回答） 

 

 国籍別にみると、「交通手段」の情報は

多くの国籍の旅行者から求められてい

ることがわかる。「飲食店」情報は米国

や香港での選択率が高い。また、「宿泊

施設」情報は台湾、中国、香港でのニー

ズが高かった。このほか、「観光施設」

や「イベント」、「現地ツアー」など旅

行先の娯楽情報を求める声は台湾で多

くみられた（図表 4-6）。 

 

図表 4-6 日本滞在中にあると便利な情報 

 （主要国籍別、複数回答） 

  

30.6%

17.5%

14.3%

12.5%

10.9%
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30.3%

11.4%
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3.9%

4.5%

11.6%

44.7%

5.7%

22.8%

32.5%

38.2%
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8.9%
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53.1%

17.0%
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21.9%

22.2%
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6.9%

8.0%

6.9%

54.8%

49.7%
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19.1%

15.1%
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7.5%

10.6%

5.0%
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日本在住の親族・知人

観光案内所(空港除く)

宿泊施設

空港の観光案内所
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フリーペーパー(無料)

インターネット(スマートフォン)

その他
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韓国
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米国

54.4%
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17.7%
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14.6%
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観光施設

買物場所

トイレ

イベント

土産物

現地ツアー

病院

警察・交番

その他

29.1%

19.7%

25.8%

12.8%

12.2%

11.4%

8.0%

8.5%

14.0%

2.6%

1.6%

17.5%

63.2%

40.4%

59.4%

51.9%

38.6%

25.7%

22.2%

20.4%

17.6%

3.6%

3.0%

1.4%

66.1%

49.2%
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48.4%

35.5%

21.8%

13.7%

16.1%

8.9%
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1.6%
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59.0%
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52.9%

41.0%

43.2%

30.2%

11.9%

17.6%

11.5%

4.7%

4.3%

5.0%

61.7%

59.6%

21.3%

14.8%

29.5%

14.2%

15.3%

16.4%

9.8%

3.8%

1.6%

11.5%
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交通手段

飲食店

宿泊施設

観光施設
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トイレ

イベント
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現地ツアー
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警察・交番

その他

韓国

台湾

香港

中国

米国
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５．満足度と再訪意向 
 

（１）訪日旅行全体の満足度と再訪意向 

 今回の訪日旅行全体の満足度は「大変満足」

37.4％、「満足」46.1％である（図表5-1）。 

 米国では「大変満足」の割合が79.8％で、

主要国籍の中で最も高い。東アジアでは、

今期は中国が30.5％と高くなった。主要国

籍以外では、ロシア、カナダ、オーストラ

リアで「大変満足」の比率が7割を超えて

いる。 

 再訪意向は「必ず来たい」が50.4％、「来

たい」が37.7％である（図表5-2）。 

 

図表 5-1 訪日旅行の満足度 （主要国籍別） 

 

図表 5-2 訪日旅行者の再訪意向 （主要国籍別） 

 

 

（２）今回実施した活動と次回実施したい活動 

 今回実施した活動は「日本食を食べること」

93.5％、「ショッピング」74.3％、「繁華街

の街歩き」64.4％の順で多い。今期は「四季

の体感」も23.7％と比較的高い（図表5-3）。 

 次回実施したいことは、「温泉入浴」51.6％、

「日本食を食べること」47.4％、「自然・景

勝地観光」38.5％の順である。 

 今回実施率より次回実施希望率が高い活動

は、「スキー」「スポーツ観戦」「舞台鑑賞」

「イベント」「温泉入浴」などである。 

 
図表 5-3 今回実施した活動と次回実施したい活動 

  （全国籍、複数回答） 
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50.4

31.0

55.7

50.4

44.1

78.3

37.7

48.3

35.8

41.5

41.8

18.7

7.5

13.6

4.8

7.7

4.1

2.0

5.4

3.6

5.7

3.3

4.1

1.0

0.7

1.5

0.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国籍

韓国

台湾

香港

中国

米国

必ず来たい 来たい やや来たい 何ともいえない 来たくない

74.3%

64.4%

58.2%

50.9%

38.3%

26.6%

25.8%

24.9%

23.7%

23.7%

22.9%

17.8%

17.4%

10.3%

9.1%

7.2%

5.0%

4.1%

3.8%

3.5%

3.4%

47.4%

35.7%

29.0%

38.5%

31.5%

51.6%

29.8%

24.2%

19.7%

29.6%

35.3%

22.4%

21.1%

21.9%

24.2%

20.1%

21.4%

16.6%

19.2%

24.3%

8.5%

14.7%

93.5%

0% 50% 100%

日本食を食べること

ショッピング

繁華街の街歩き

自然・景勝地観光

旅館に宿泊

温泉入浴

日本の歴史・伝統文化体験

美術館・博物館

ビジネス

日本の生活文化体験

四季の体感(花見・紅葉・雪など)

ナイトライフ

親族・知人訪問

テーマパーク

イベント

自然体験ツアー・農漁村体験

舞台鑑賞(歌舞伎・演劇・音楽など)

映画・アニメ縁の地を訪問

スポーツ観戦(相撲・サッカーなど)

スキー

治療・健診

ゴルフ

今回したこと

次回したいこと

注）この章に示す調査結果は、「訪日外国人消費動向調査」と同時に実施した旅行の満足度や再来訪意向等の意識

調査より得られたものである。回答は任意としているため、必ずしも全調査対象者が回答しているとは限らない。

なお、この章で示す『全体（全国籍）』の値は、訪日外客数によるウェイトバック集計を行っていない。 
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（３）活動別にみる満足度 

 今回実施した活動に対して「期待以上」

「期待通り」「不満」の 3段階評価で満

足度を尋ねた。活動の実施率上位 10位

までの 11活動について「期待以上」の

比率をみると、今期は「四季の体感（花

見・紅葉・雪）」が 69.9％と最も高く

なった。国籍別では、どの活動でも中国

と米国での満足度が高い（図表 5-4）。 

図表 5-4 期待以上だった活動 

 （主要国籍別、実施率上位 11活動） 

 

（４）最も満足した購入商品 

 今回の訪日旅行で購入した商品のうち、

最も満足したものを 1つ自由に回答し

てもらい、図表 5-5 に示す区分に分類し

て集計を行った。結果、「衣類・ファッ

ション雑貨」24.1％、「化粧品・医薬品

など」11.3％、「菓子・食品・酒など」

23.7％、「民芸品・生活雑貨など」19.1％、

「電気製品・カメラ」8.3％、「その他」

13.5％という分布となった（図表 5-6）。 

 

図表 5-5 最も満足した購入商品 商品区分 

 

 
 

 

図表 5-6 最も満足した購入商品 

 （商品大区分、主要国籍別） 
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16.0%

14.3%

33.3%

57.1%
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65.7%
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57.5%
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75.0%

81.2%

70.8%
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86.9%
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日本食を食べること
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自然・景勝地観光

旅館に宿泊
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四季の体感(花見・紅葉・雪など)

全国籍
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香港

中国

米国

商品大区分 商品小区分
衣類・ファッション雑貨 衣類

ファッション雑貨
化粧品・医薬品など 化粧品
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医薬品・健康グッズ

菓子・食品・酒など 菓子類
その他食品
酒・タバコ類

民芸品・生活雑貨など 民芸品・工芸品
生活雑貨
書籍・絵葉書・音楽CD・芸術品
まんが・アニメ・キャラクター関連
スポーツ関連

電気製品・カメラ 電気製品
カメラ

その他 その他商品
サービス
その他
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34.9
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23.7

16.4
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13.5
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23.7
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 国籍別に、最も満足した購入商品（小区分）

の比率をみると、韓国では「菓子類」

（18.8％）、台湾では「衣類」（20.7％）、

香港では「菓子類」（24.5％）、中国では

「化粧品」（20.3％）、米国では「民芸品・

工芸品」（18.7％）の割合が高い。また、

中国は「電気製品」や「カメラ」の割合が

他の国籍に比べて高い（図表5-7）。 

 

図表 5-7 最も満足した購入商品 

 （商品小区分、主要国籍別） 

 
 

 最も満足した購入商品（小区分）の単価

をみると、「カメラ」5.2 万円、「電気

製品」2.9 万円、「ファッション雑貨」

2.6 万円、「スポーツ関連」2.3 万円の

順で高い（図表 5-8）。 

 

 

 

図表 5-8 最も満足した購入商品の単価 

 （商品小区分、全国籍） 

 
 

 満足した理由（自由回答）を10区分に分類

して集計を行ったところ、「品質が良いから」

「デザインが良い・かわいい・きれい」「お

いしいから」など、品質に関する回答が全体

の6割を占める。このほか、「衣類・ファッ

ション雑貨」や「化粧品・医薬品など」では

「価格が手頃・自国より安いから」、「電気

製品・カメラ」では「日本製だから」の割合

が高かった（図表5-9）。 

図表 5-9 最も満足した購入商品についてその理由 

 （商品大区分、全国籍） 
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合
計

衣類・ファッション雑貨 334 19.8 42.8 0.3 4.8 1.2 2.4 4.5 4.5 18.9 0.9 100.0

化粧品・医薬品など 152 52.0 2.6 0.0 9.9 0.0 7.9 2.0 5.3 18.4 2.0 100.0

菓子・食品・酒など 322 5.9 5.0 59.6 2.5 7.1 0.9 5.3 7.8 4.3 1.6 100.0

民芸品・生活雑貨など 262 11.5 29.0 0.0 3.8 12.6 8.4 8.8 10.3 8.0 7.6 100.0

電気製品・カメラ 111 50.5 7.2 0.0 17.1 0.0 0.9 7.2 0.9 14.4 1.8 100.0

その他 181 3.9 4.4 60.2 0.6 3.9 0.0 2.2 3.3 4.4 17.1 100.0

合計 1,362 18.9 18.7 22.2 5.1 4.9 3.4 5.1 6.0 11.0 4.7 100.0
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Ⅱ 訪日外国人消費動向調査結果 

 １．調査概要 

 ２．調査結果の利用上の注意 

 

 ＜集計表＞ 

 第１表 国籍別 標本属性および旅行内容 ･･････････････ 表 -1 

 第２表 居住地別 標本属性および旅行内容 ････････････ 表 -7 

 第３表 主な宿泊地別 標本属性および旅行内容 ････････ 表-13 

 第４表 国籍別 費目別購入率および購入者単価 ････････ 表-33 

 第５表 居住地別 費目別購入率および購入者単価 ･･････ 表-34 

 第６表 主な宿泊地別 費目別購入率および購入者単価 ････ 表-35 

 第７表 国籍別 １人１回当たり旅行消費単価 ･･････････ 表-39 

 第８表 居住地別 １人１回当たり旅行消費単価 ････････ 表-42 

 第９表 主な宿泊地別 １人１泊当たり旅行消費単価 ････ 表-45 

 参考表 国籍別 旅行情報源・活動内容・満足度など ････ 表-65 
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   日本語、英語、韓国語、中国語（繁体字）、中国語（簡体字） 
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１．調査概要 
 

（１）調査対象者 

日本を出国する訪日外国人 

ただし、１年以上の滞在者、「永住者」「日

本人の配偶者」「永住者の配偶者」「定住者」

など日本に居住している人、日本に入国しな

いトランジット客、乗員を除く。 

（２）調査場所 

下記 11空海港の国際線ターミナル搭乗待

合ロビー 

※調査空海港：新千歳空港、仙台空港、新潟空港、

東京国際空港（羽田空港）、成田国際空港、中部

国際空港、関西国際空港、広島空港、福岡空港、

那覇空港、博多港 

（３）調査時期 

平成 22年 10 月 22 日（金）～ 12 月 7日（火） 

（４）調査方法 

10 言語対応のタッチパネル式ＰＣまたは

紙調査票を用い、外国語を話せる調査員によ

る聞き取り調査を実施 

※調査対応言語：英語、韓国語、中国語（繁体字、

簡体字）、タイ語、フランス語、ドイツ語、ロシ

ア語、イタリア語、スペイン語 

（５）調査標本数 

ビジット・ジャパン事業の重点市場である

15の国・地域別に目標サンプル数を設定、

合計 6,500 サンプルを目標に調査を実施し、

6,753 サンプル（うち旅行中支出額の有効サ

ンプル数は 6,633 サンプル）の回答を得た。 

（６）その他 

本調査は、統計法（平成 19年法律第 53 号）

第 2条に規定する一般統計として実施した。

なお、一般統計の実施と併せ、旅行の満足度

や再訪意向等の意識調査を同時に行った。 

２．調査結果の利用上の注意 

 

（１）国籍別ウェイトバック集計の実施 

本調査の標本は国籍毎に抽出率が異なる

ため、母集団構成に合わせることを目的とし

て国籍別ウェイトバック集計を行った。具体

的には、第１表、第４表、第７表（国籍別集

計表）の『全体』列に係る数値（標本数を除

く）について、ビジット･ジャパン事業の重

点市場である 15の国･地域と「それ以外の

国･地域」の 16区分の訪日外客数を元に重み

付けを行って算出した（居住地別や主な宿泊

地別のウェイトバック集計は行っていない

ため、第２表、第３表、第５表、第６表、第

８表、第９表では『全体』列の表記がない点

に留意されたい）。 

なお、参考表（一般統計と併せて実施した

任意調査の結果）の『全体』列に係る数値に

ついては国籍別ウェイトバック集計を行っ

ておらず、標本全体の平均値を掲示している

点に留意されたい。 

（２）旅行支出額の円換算方法 

旅行支出額については、円または自国の通

貨で調査し、原則としてIMF（国際通貨基金）

公表の日次データによる調査期間中平均値

を用いて円換算した。但し、IMF にデータが

無い台湾ドル、香港ドルなどについては、FRB

（連邦準備制度理事会）の資料を基に円換算

を作成した。 

（３）その他の注意点 

集計事項により、標本数が小さい数値につ

いては、取り扱いに留意されたい。 

調査結果中の合計値は、四捨五入の関係で

一致しない場合がある。また、一部に無回答

データが存在することから、合計値と内訳の

積算値は必ずしも一致しない。 
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